
■人口 313,743人［７月末日現在（−799）］ ■火災件数 7件［７月分（＋1）］ ■交通事故件数 1,063件［７月分（＋48）］（前年比）

９月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

四日市公害裁判の判決から40年。
７月29日、本町プラザで「公害裁判
判決40周年の集い」が市の主催で初
めて開催されました。この集いには、
訴訟関係者をはじめ約160人が、そ
れぞれの思いを胸に参加しました。
パネルディスカッションには、原

告と原告を支えた人々、そして、企
業や行政の代表者らが参加しました
が、このように三者が一堂に会し、
意見を述べる場を持てたことは、実
に初めてのことでした。
市は、この集いを契機に、「より良

い環境を未来に引き継ぐ」という目
標のもとに、あらゆる主体が、真の
パートナーシップを築き上げていく
ことを強く願っています。
「ぜんそくの原因は複数の工場か
ら出る煙」と認めた画期的な判決は、
市内のコンビナート企業だけでな
く、全国の企業・行政・国民も含め、
社会全体の環境への意識を大きく変
えました。いわば、日本の公害問題
の解決への道を開いたと言っても過
言ではありません。
判決40周年を迎えて、市として

も、当時、公害の発生を予知できな
かったこと、迅速かつ的確な対応が
十分できなかったことを深く反省す
るとともに、公害の歴史と教訓から
学び、二度と過ちを繰り返さないと

いう誓いを新たにしました。
一方、公害の実態や裁判のこと、

市民・企業・行政が一体となって取
り組んできた環境改善の歩みなどを
客観的に正しく、全国に発信してい
くことも大切です。今後とも、公害
体験を生かしつつ、環境先進都市を
目指した努力を続けてまいりますの
で、市民の皆様のご支援、ご協力を
お願いいたします。
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■問い合わせ先 環境保全課
（緯354－8188 胃354－4412）

今回は、10月に全国大会いそじの
部（50歳代の部）に出場するママさ
んバレーボールチーム「天晴Ｓ」の

テン パル ズ

皆さんに表紙を飾っていただきまし
た。チームの代表２人に全国大会へ
の意気込みを聞きました。

家族の支えがあり、
全国大会出場を果たす
ことができました。前
回かなわなかった決勝
トーナメント進出目指
して頑張ります。

もう一度、全国大会
に出場できると、信じ
て頑張ってきました。

チームの皆さんのほとんどは、学生時代からバレーボールをやっていると
のことです。ボールを追う皆さんの表
情はそのときのままで輝いていまし
た。

チームは、市内各地区のママさんバレーボールチームの50歳代の精鋭が集
まって結成されました。天晴Ｓ（テンパルズ）というチーム名は、コーチで
ある天白（てんぱく）コーチと仲間たちを意味しています。
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■問い合わせ先
広報広聴課

（緯354－8244 胃354－3974）
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加藤さん

森さん

長年、語り部としてご活動いただいた
野田之一さんに田中市長から感謝状を贈呈

原告・企業・行政などによるパネルディスカッション

公害裁判判決40周年の集いを開催

今年度の表紙のテーマは、「スポーツで頑張る市民」です。
全12回さまざまな種目のスポーツに打ち込む人々をご紹介します。

全国大会では悔
いのないよう、
みんなで楽しん
できます!
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